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１．背景とこれまでの課題

体細胞クローン胚作出過程において、核となる体細胞を卵子細胞質と透明帯の間隙に挿入する操作時に、

体細胞が卵子細胞質に接着しないため電気刺激を加えても卵子と融合しないことが、体細胞クローン胚の

発生数減少の一原因になっていた。

また、体細胞を卵子へ挿入する操作時に、体細胞がガラス製挿入ピペットの管壁に付着しやすく、スムーズ

に挿入操作ができないなどの支障をきたしていた。

２．成果の概要

トリプシンで単離した体細胞を 2%PVP 液で希釈し、体細胞表面を PVP 処理後、卵子への挿入操作に供

した。なお、対照区には PBS(-)で希釈した体細胞を用いた。

その結果、2%PVP 区では卵子と挿入した体細胞との接着割合および融合率が有意に向上し（図１、２）、

体細胞クローン胚発生率も 2%PVP 区で高くなる傾向が見られた（図３）。

また、体細胞の挿入時に 2%PVP 液で希釈した体細胞は、挿入用ピペット管壁への付着度合いが軽減し、

ピペット管内に多数の体細胞をホールドできた結果（PBS(-)区では約 10 個の体細胞のホールドが限度、

2%PVP 区では約 20 個のホールドが可能）、卵子への体細胞注入操作をスムーズに行うことができ、挿入

時間の有意な短縮につながった。

３．成果の慣行技術への適合性と経済効果

(1) 融合率の向上に伴い発生培養に供する融合卵数が増加し、一操作あたりの体細胞クローン胚作出数が

向上した。

(2)クローン胚作出操作時間を短縮することで卵子へのダメージを軽減し、高品質な体細胞クローン胚発生

率の向上が期待できる。

４．普及上の留意点

本技術は体細胞クローン技術の研究者に有用な情報と考えるが、日本では体細胞クローン牛肉の販売を

自粛している状況にあるため、今後、本技術が農家現場へ普及するには解決すべき課題が多く残されてい

る。

解決すべき課題として(1)流産・死産率の低減 (2)出生後の死亡率低減 (3)体細胞クローン家畜の生産物

を食品として受け入れられるか？といった消費者の理解 (4)体細胞クローン家畜生産に関する世界的な

統一的見解 (5)農家現場におけるクローン技術利用の明確な方向性 など。
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